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一
編　

計
画
の
策
定

　
　
　
　
　

第
一
節　

計
画
の
趣
旨

　

宮
城
県
地
域
医
療
計
画
は
、
医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
三
十
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

く
宮
城
県
に
お
け
る
医
療
提
供
体
制
を
図
る
た
め
の
計
画
と
す
る
。

　
　
　
　
　

第
二
節　

基
本
理
念

　

本
計
画
の
基
本
理
念
は
、
県
民
の
医
療
に
対
す
る
安
心
と
信
頼
を
確
保
し
、
良
質
な
医
療
が
適
切
に
提
供
さ
れ
る
医

療
提
供
体
制
の
確
立
を
目
指
す
こ
と
と
し
、
医
療
情
報
の
提
供
に
よ
る
適
切
な
医
療
の
選
択
の
支
援
、
医
療
機
能
の
分

担
及
び
連
携
の
推
進
に
よ
る
切
れ
目
の
な
い
医
療
の
提
供
、
在
宅
医
療
の
充
実
に
よ
る
患
者
の
生
活
の
質
の
向
上
等
に

よ
り
、
そ
の
理
念
の
実
現
を
図
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
　
　

第
三
節　

計
画
の
位
置
付
け

　

本
計
画
は
、
宮
城
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
ら
れ
た
基
本
方
針
の
一
つ
で
あ
る
、「
安
心
と
活
力
に
満
ち
た
地
域
社

会
づ
く
り
」
を
実
現
す
る
た
め
、
他
の
保
健
及
び
福
祉
分
野
の
個
別
計
画
並
び
に
宮
城
県
地
域
防
災
計
画
、
宮
城
県
震

災
復
興
計
画
と
整
合
性
を
図
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
　
　

第
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計
画
期
間

　

本
計
画
の
計
画
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は
、
平
成
二
十
五
年
度
か
ら
平
成
二
十
九
年
度
ま
で
と
す
る
。
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東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興

　
　
　
　
　

第
一
節　

東
日
本
大
震
災
の
発
生

　

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
午
後
二
時
四
十
六
分
頃
、
三
陸
沖
で
国
内
観
測
史
上
最
大
規
模
と
な
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
九
・
〇
の
地
震
（「
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
年
）
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
」（「
東
日
本
大
震
災
」）
が
発
生
し

た
。

　
　
　
　
　

第
二
節　

被
害
状
況
の
概
要

　

「
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
年
）
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
」
に
よ
り
発
生
し
た
巨
大
津
波
に
よ
り
、
多
く
の
死

者
・
行
方
不
明
者
が
生
じ
る
と
と
も
に
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
、
道
路
、
鉄
道
に
大
き
な
被
害
が
生
じ
た
。

　
　
　
　
　

第
三
節　

医
療
機
関
等
の
被
害
の
概
要
等

　

県
内
各
地
の
医
療
機
関
に
も
甚
大
な
被
害
が
も
た
ら
さ
れ
、
特
に
沿
岸
部
で
は
津
波
に
よ
る
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け

た
。
平
成
二
十
四
年
九
月
十
一
日
の
時
点
で
、
全
医
療
機
関
の
う
ち
八
十
二
施
設
が
休
廃
止
と
な
っ
て
お
り
、
石
巻
医

療
圏
及
び
気
仙
沼
医
療
圏
で
は
再
開
率
が
そ
れ
ぞ
れ
八
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
七
十
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
止
ま
っ
て
い
る
。

薬
局
に
つ
い
て
は
平
成
二
十
四
年
十
一
月
三
十
一
日
現
在
、
気
仙
沼
保
健
所
管
内
で
七
施
設
、
石
巻
保
健
所
管
内
で
は

十
三
施
設
減
少
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　

第
四
節　

医
療
救
護
活
動

　

震
災
直
後
か
ら
、
医
療
施
設
や
関
係
団
体
、
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
、
医
療
救
護
班
等
の
県
内
外
の
医
療
関
係
者
の

活
動
に
よ
り
、
救
命
活
動
や
応
急
医
療
の
体
制
が
維
持
さ
れ
て
き
た
。

　
　
　
　
　

第
五
節　

地
域
医
療
復
興
に
向
け
た
取
り
組
み

　

医
療
の
再
生
・
復
興
を
図
る
た
め
、
県
は
、
第
二
期
宮
城
県
地
域
医
療
再
生
計
画
及
び
宮
城
県
地
域
医
療
復
興
計
画

を
策
定
し
た
。

　
　
　

第
三
編　

医
療
の
現
状

　
　
　
　
　

第
一
節　

県
の
姿

　

人
口
、
位
置
、
地
勢
等
を
示
し
、
本
県
の
概
要
を
把
握
す
る
。

　
　
　
　
　

第
二
節　

人
口
統
計

　

人
口
の
構
成
や
推
移
、
将
来
推
計
及
び
人
口
動
態
等
を
示
し
、
本
県
の
状
況
を
把
握
す
る
。

　
　
　
　
　

第
三
節　

県
民
の
健
康
状
態

　

県
民
の
健
康
、
生
活
習
慣
並
び
に
要
介
護
及
び
要
支
援
認
定
状
況
を
示
し
、
県
民
の
健
康
状
態
を
把
握
す
る
。

　
　
　
　
　

第
四
節　

県
民
の
受
療
状
況

　

入
院
及
び
外
来
の
別
、
施
設
別
、
傷
病
別
、
年
齢
別
、
受
療
地
別
等
に
よ
り
、
患
者
数
、
受
療
率
、
医
療
圏
ご
と
の

受
療
の
依
存
状
況
等
を
示
し
、
県
民
の
受
療
状
況
を
把
握
す
る
。

　
　
　
　
　

第
五
節　

医
療
施
設
の
状
況

　

医
療
施
設
数
、
病
床
数
、
病
床
利
用
率
等
を
示
し
、
本
県
の
医
療
施
設
の
状
況
を
把
握
す
る
。

　
　
　
　
　

第
六
節　

医
療
従
事
者
の
状
況

　

医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
看
護
師
等
に
つ
い
て
、
二
次
医
療
圏
ご
と
の
従
事
者
数
を
示
し
、
本
県
の
医
療
従
事

者
の
状
況
を
把
握
す
る
。
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第
七
節　

各
圏
域
の
状
況

　

圏
域
ご
と
に
地
理
、
人
口
、
疾
病
、
患
者
動
向
及
び
医
療
提
供
体
制
の
状
況
等
を
示
し
、
各
圏
域
の
特
性
や
状
況
を

把
握
す
る
。

　
　
　

第
四
編　

医
療
圏
の
設
定
と
基
準
病
床
数

　
　
　
　
　

第
一
節　

医
療
圏
の
設
定

　

医
療
法
第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
九
号
に
規
定
す
る
区
域
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

圏　

域　

名

区　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

域

仙

南

医

療

圏

白
石
市
、
角
田
市
、
刈
田
郡
、
柴
田
郡
、
伊
具
郡

仙

台

医

療

圏

仙
台
市
、
塩
竈
市
、
名
取
市
、
多
賀
城
市
、
岩
沼
市
、
亘
理
郡
、
宮
城
郡
、
黒
川
郡

大
崎
・
栗
原
医
療
圏

栗
原
市
、
大
崎
市
、
加
美
郡
、
遠
田
郡　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
巻
・
登
米
・
気
仙
沼

医

療

圏

石
巻
市
、
気
仙
沼
市
、
登
米
市
、
東
松
島
市
、
牡
鹿
郡
、
本
吉
郡

　

医
療
法
第
三
十
の
四
第
二
項
第
十
号
に
規
定
す
る
区
域
は
、
県
全
域
と
す
る
。

　

ま
た
、
隣
県
と
の
境
界
周
辺
地
域
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
県
間
で
の
関
係
機
関
に
よ
る
連
絡
調
整
及
び
連
携
強
化

を
推
進
し
、
円
滑
な
医
療
の
提
供
を
図
る
。

　
　
　
　
　

第
二
節　

基
準
病
床
数

　

医
療
法
第
三
十
の
四
第
二
項
第
十
一
号
に
規
定
す
る
基
準
病
床
数
の
種
別
（
療
養
病
床
及
び
一
般
病
床
、
精
神
病
床
、

感
染
症
病
床
及
び
結
核
病
床
）
ご
と
の
区
域
別
基
準
病
床
数
（
医
療
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
五

十
号
）
第
三
十
条
の
三
十
に
基
づ
き
算
定
）
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

病
床
の
種
別

　

区　
　
　
　

域

基
準
病
床
数

 

既
存
病
床
数

平
成
二
十
五
年
四
月

平
成
二
十
四
年
九
月
三
十
日

現
在　
　
　
　
　
　
　
　
　

療
養
病
床
及
び

一
般
病
床

仙

南

医

療

圏

一
、
四
五
〇

一
、
三
二
六

仙

台

医

療

圏

九
、
八
七
八

一
二
、
二
五
八

大
崎
・
栗
原
医
療
圏

二
、
八
五
五

二
、
四
〇
二

石
巻
・
登
米
・
気
仙
沼

医

療

圏

二
、
九
九
一

二
、
五
九
〇

精
神
病
床

県

全

域

五
、
〇
二
一

六
、
三
八
八

感
染
症
病
床

県

全

域

二
八

二
八

結
核
病
床

県

全

域

六
二

六
二

　

医
療
法
第
七
条
第
三
項
及
び
同
法
施
行
規
則
第
一
条
の
十
四
第
七
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
く
届
出
に

よ
る
診
療
所
の
一
般
病
床
の
設
置
又
は
増
床
に
つ
い
て
の
適
合
条
件
等
を
示
し
、
地
域
に
必
要
な
診
療
所
の
設
置
を
誘

導
す
る
。　　
　

　
　
　

第
五
編　

医
療
提
供
体
制

　
　
　
　

第
一
章　

安
全
で
良
質
な
医
療
提
供
体
制
の
整
備

　
　
　
　
　

第
一
節　

医
療
機
能
の
分
担
・
連
携
と
集
約
化
の
促
進

　

主
な
疾
患
の
入
院
患
者
の
圏
域
別
依
存
状
況
等
を
踏
ま
え
、
医
療
圏
ご
と
に
求
め
ら
れ
る
機
能
分
担
及
び
連
携
強
化

の
あ
り
方
を
示
す
。
ま
た
、
地
域
連
携
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
パ
ス
の
活
用
及
び
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
に
つ
い
て

方
向
性
を
示
す
。

　
　
　
　
　

第
二
節　

地
域
医
療
支
援
病
院
の
整
備
目
標

　

医
療
法
三
十
条
の
四
第
三
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
く
同
法
第
四
条
に
規
定
す
る
地
域
医
療
支
援
病
院
の
整
備
目
標

は
、
各
二
次
医
療
圏
に
一
箇
所
以
上
の
整
備
を
目
指
す
も
の
と
し
、
現
に
地
域
医
療
を
支
援
す
る
機
能
を
有
し
て
い
る

公
的
病
院
を
地
域
の
中
核
的
な
病
院
に
指
定
す
る
。

　
　
　
　
　

第
三
節　

医
療
安
全
対
策

　

医
療
施
設
に
お
け
る
法
令
等
に
基
づ
く
医
療
の
安
全
管
理
体
制
を
整
備
し
、
そ
の
機
能
の
充
実
を
図
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
を
推
進
し
、
か
つ
法
令
等
に
基
づ
く
医
療
の
安
全
管
理
体
制
を
整
備
し
、
そ
の
機
能
面
の

充
実
を
図
る
。
さ
ら
に
、
宮
城
県
医
療
安
全
支
援
セ
ン
タ
ー
の
整
備
及
び
機
能
の
充
実
に
よ
り
、
地
域
の
医
療
安
全
に

関
す
る
支
援
に
努
め
る
。

　
　
　
　

第
二
章　

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
安
心
な
医
療
の
提
供

　
　
　
　
　

第
一
節　

が
ん

　

平
成
二
十
五
年
に
改
定
さ
れ
た
第
二
期
宮
城
県
が
ん
対
策
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
手
術
療
法
、
放
射
線
療
法
、
化
学

療
法
の
更
な
る
充
実
及
び
チ
ー
ム
医
療
の
推
進
、
緩
和
ケ
ア
の
推
進
、
地
域
連
携
体
制
の
推
進
を
通
じ
て
、
が
ん
医
療

提
供
体
制
の
整
備
を
行
う
。
ま
た
、
拠
点
病
院
を
中
心
に
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
が
行
わ
れ
る
体
制
を
整
備

す
る
、
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
の
活
用
を
促
進
す
る
な
ど
、
情
報
提
供
と
相
談
支
援
体
制
の
充
実
を
目
指
す
。
さ
ら
に
、

効
率
的
な
予
後
調
査
体
制
の
構
築
や
院
内
が
ん
登
録
を
実
施
す
る
医
療
機
関
数
の
増
加
を
通
じ
て
、
が
ん
登
録
の
精
度
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を
向
上
さ
せ
て
い
く
。

　
　
　
　
　

第
二
節　

脳
卒
中

　

平
成
二
十
三
年
六
月
に
策
定
さ
れ
た
「
救
急
搬
送
実
施
基
準
」
に
基
づ
き
、
迅
速
に
搬
送
先
が
決
定
す
る
シ
ス
テ
ム

を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
脳
卒
中
発
症
後
の
速
や
か
な
搬
送
体
制
の
実
現
に
努
め
る
。
ま
た
、
急
性
期
か
ら
回
復

期
、
維
持
期
治
療
ま
で
の
円
滑
な
連
携
体
制
を
構
築
す
る
た
め
、
各
々
の
医
療
体
制
の
整
備
及
び
人
材
育
成
を
目
指
す
。

さ
ら
に
、
地
域
連
携
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
パ
ス
の
普
及
、
在
宅
医
療
に
必
要
な
連
携
を
担
う
拠
点
の
設
置
等
に
よ
っ
て
介
護

と
の
密
接
な
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
維
持
期
に
お
け
る
在
宅
医
療
の
均
て
ん
化
を
目
指
す
。

　
　
　
　
　

第
三
節　

急
性
心
筋
梗
塞

　

速
や
か
な
救
急
要
請
及
び
救
急
蘇
生
法
等
の
適
切
な
処
置
の
実
施
に
つ
い
て
県
民
へ
の
啓
発
を
推
進
し
、
専
門
的
な

診
療
が
可
能
な
医
療
機
関
へ
の
迅
速
な
搬
送
を
行
う
連
携
や
情
報
提
供
を
推
進
す
る
な
ど
し
て
、
急
性
心
筋
梗
塞
発
症

後
の
速
や
か
な
救
命
処
置
と
搬
送
を
実
現
す
る
。
ま
た
、
か
か
り
つ
け
医
と
急
性
期
医
療
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、
予

防
か
ら
、
急
性
期
、
回
復
期
、
再
発
予
防
ま
で
継
続
し
て
提
供
で
き
る
医
療
体
制
を
構
築
す
る
。
さ
ら
に
、
社
会
復
帰

に
向
け
た
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
在
宅
医
療
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
再
発
予
防

を
推
進
す
る
。

　
　
　
　
　

第
四
節　

糖
尿
病

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
や
糖
尿
病
の
予
防
及
び
合
併
症
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
と
生
活
習
慣
改
善
の
方
法

に
つ
い
て
普
及
啓
発
し
、
研
修
会
の
開
催
を
働
き
か
け
る
な
ど
、
保
健
指
導
を
勧
奨
し
て
糖
尿
病
の
発
症
予
防
に
努
め

る
。
発
症
初
期
及
び
安
定
期
に
お
け
る
治
療
や
合
併
症
予
防
を
担
う
医
療
機
関
に
お
い
て
は
、
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

則
し
た
治
療
及
び
指
導
を
、医
師
会
等
と
協
力
し
て
促
進
す
る
。
ま
た
、医
療
機
能
情
報
の
提
供
や
地
域
連
携
ク
リ
テ
ィ

カ
ル
パ
ス
の
活
用
等
に
よ
り
、
か
か
り
つ
け
医
と
専
門
医
と
の
連
携
を
強
化
し
、
か
か
り
つ
け
医
に
よ
る
糖
尿
病
患
者

の
的
確
な
管
理
・
治
療
体
制
の
整
備
を
図
る
。

　
　
　
　
　

第
五
節　

精
神
疾
患

　

住
民
に
対
し
、
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
に
努
め
る
と
と
も
に
、
相
談
機
関
や
医
療
機
関
に
関
す
る
情
報
提
供
を
行

い
、
相
談
及
び
医
療
提
供
体
制
の
充
実
を
図
る
。
ま
た
、
入
院
患
者
に
対
し
て
は
、
退
院
後
の
受
け
皿
づ
く
り
の
整
備

促
進
に
努
め
、
段
階
的
、
計
画
的
に
地
域
生
活
へ
移
行
で
き
る
よ
う
支
援
を
行
う
。
精
神
科
救
急
医
療
体
制
に
つ
い
て

は
、
二
十
四
時
間
三
百
六
十
五
日
の
医
療
体
制
を
整
備
す
る
。
身
体
合
併
症
、
う
つ
病
、
認
知
症
の
医
療
提
供
体
制
の

推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
依
存
症
、
社
会
的
ひ
き
こ
も
り
、
発
達
障
害
、
高
次
機
能
障
害
に
お
け
る
専
門
医
療
の
確
保

を
図
る
。
さ
ら
に
、
東
日
本
大
震
災
に
か
か
る
心
の
健
康
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
み
や
ぎ
心
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
を
中

心
に
長
期
的
な
取
組
を
行
う
。

　
　
　
　
　

第
六
節　

救
急
医
療

　

初
期
救
急
医
療
体
制
に
つ
い
て
は
、
平
日
夜
間
の
初
期
救
急
体
制
整
備
を
支
援
し
、
ま
た
、
か
か
り
つ
け
医
等
に
よ

る
救
急
患
者
受
入
を
促
進
す
る
。
二
次
救
急
医
療
体
制
に
つ
い
て
は
、
病
院
群
輪
番
制
の
機
能
を
強
化
し
、
後
方
病
床

の
確
保
、
医
師
が
診
療
可
能
な
領
域
の
拡
大
を
図
る
。
三
次
救
急
医
療
体
制
に
つ
い
て
は
、
救
急
科
専
門
医
を
養
成
し
、

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
安
定
的
運
用
の
確
保
に
努
め
る
。
ま
た
、
県
民
に
対
し
て
、
救
急
医
療
機
関
の
適
正
な
利
用
の

啓
発
を
行
う
。

　
　
　
　
　

第
七
節　

災
害
医
療

　

東
日
本
大
震
災
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
宮
城
県
の
大
規
模
災
害
時
の
医
療
救
護
体
制
を
定
め
、
大
規
模
災
害
の
発
生

時
に
は
、
県
災
害
医
療
本
部
及
び
地
域
災
害
医
療
支
部
を
設
置
す
る
。
全
て
の
災
害
拠
点
病
院
に
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
が
整
備
さ

れ
る
よ
う
養
成
を
推
進
し
、
ま
た
、
災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
養
成
及
び
訓
練
を
実
施
す
る
。
災
害
拠
点
病
院

に
つ
い
て
は
施
設
・
設
備
の
強
化
と
病
院
耐
震
化
を
推
進
す
る
。
宮
城
県
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
へ
の
加
入
の
促
進

及
び
Ｍ
Ｃ
Ａ
無
線
等
の
使
用
方
法
の
習
熟
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
情
報
通
信
機
能
の
充
実
強
化
を
推
進
す
る
。

　

さ
ら
に
、
災
害
対
応
訓
練
を
実
施
し
、
大
規
模
災
害
時
医
療
救
護
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
検
証
し
、
必
要
に
応
じ
見
直

し
を
行
う
。
そ
の
他
、
中
長
期
の
避
難
に
対
応
で
き
る
体
制
の
構
築
、
医
療
依
存
度
の
高
い
要
援
護
者
対
策
、
特
殊
災

害
に
対
応
で
き
る
人
材
の
育
成
を
進
め
る
。

　
　
　
　
　

第
八
節　

へ
き
地
医
療

　

地
域
の
住
民
が
安
心
し
て
良
質
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
体
制
を
整
備
す
る
た
め
、
無
医
地
区
等
へ
の
安
定
的
な
医
療

提
供
体
制
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
へ
き
地
医
療
拠
点
病
院
を
新
た
に
指
定
す
る
こ
と
で
、
へ
き
地
医
療
支
援
体
制
の

充
実
に
努
め
る
。
ま
た
、
へ
き
地
医
療
を
担
う
医
師
が
安
定
し
て
勤
務
・
生
活
で
き
る
よ
う
、
動
機
付
け
と
キ
ャ
リ
ア

パ
ス
の
形
成
を
支
援
し
、
へ
き
地
の
医
療
従
事
者
の
定
着
を
図
る
。
さ
ら
に
、「
遠
隔
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
シ
ス
テ
ム
」

の
導
入
促
進
に
努
め
、
専
門
医
が
不
足
す
る
地
域
に
お
け
る
病
院
・
診
療
所
間
及
び
医
師
間
の
連
携
を
図
る
。

　
　
　
　
　

第
九
節　

周
産
期
医
療

　

産
科
セ
ミ
オ
ー
プ
ン
シ
ス
テ
ム
等
を
活
用
し
て
産
科
医
療
資
源
の
集
約
化
・
重
点
化
を
図
る
。
ま
た
、
産
科
・
産
婦

人
科
医
師
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
助
産
師
外
来
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
妊
婦
が
安
心
し
て
妊
娠
期
を
過

ご
せ
る
体
制
の
整
備
を
図
る
。
新
生
児
医
療
に
お
い
て
は
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
等
の
施
設
設
備
の
確
保
・
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
長
期
入
院
し
て
い
る
乳
幼
児
の
療
育
・
療
養
環
境
へ
の
円
滑
な
移
行
を
図
る
た
め
の
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
長
期
入
院
児
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
す
る
。
周
産
期
医
療
情
報
の
共
有
に
お
い
て
は
、
将
来
的
に
は
全
県
で
使
用
可
能
な
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
運
用
と
、
宮
城
県
全
域
の
周
産
期
情
報
の
把
握
及
び
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を

目
指
す
。

　
　
　
　
　

第
十
節　

小
児
医
療

　

医
療
機
能
の
集
約
化
を
推
進
し
、
持
続
可
能
な
小
児
救
急
医
療
を
効
率
的
、
効
果
的
に
提
供
し
て
い
く
こ
と
を
目
指

す
。
ま
た
、
初
期
救
急
時
の
対
応
に
関
す
る
情
報
提
供
・
普
及
啓
発
を
推
進
し
、
保
護
者
の
不
安
を
軽
減
す
る
と
と
も

に
、
救
急
医
療
機
関
へ
の
適
切
な
受
診
の
啓
発
に
努
め
る
。
小
児
科
専
門
医
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
小
児
科
専
門
医
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を
育
成
し
、
効
率
的
に
配
置
す
る
。
発
達
障
害
に
対
応
で
き
る
医
師
の
育
成
な
ど
を
進
め
、
幼
児
期
か
ら
成
人
ま
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
や
特
性
に
応
じ
て
適
切
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る
体
制
を
目
指
す
。
さ
ら
に
、
濃
厚
な
医

療
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
が
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
を
含
む
専
門
医
療
機
関
か
ら
在
宅
へ
安
全
に
移
行
で
き
、
安
心
し
て
在
宅
生
活

を
継
続
で
き
る
体
制
を
目
指
す
。

　
　
　
　
　

第
十
一
節　

在
宅
医
療

　

県
内
す
べ
て
の
地
域
で
在
宅
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
二
十
四
時
間
可
能
と
な
る
体
制
を
目
指
す
と
と
も
に
、
患
者

や
家
族
、
関
係
機
関
へ
の
在
宅
医
療
に
関
す
る
情
報
提
供
が
で
き
る
体
制
を
構
築
す
る
。
医
療
、
介
護
の
多
職
種
連
携

に
よ
り
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
と
の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
在
宅
医
療
提
供
体
制
を
構
築
す
る
。
在
宅
で
の
看
取
り
が
可

能
と
な
る
在
宅
医
療
・
介
護
体
制
を
構
築
す
る
。

　
　
　
　
　

第
十
二
節　

歯
科
医
療

　

五
疾
病
患
者
、
入
院
患
者
、
在
宅
療
養
患
者
に
対
す
る
口
腔
ケ
ア
や
口
腔
機
能
管
理
の
実
施
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

手
術
や
入
院
が
必
要
な
歯
科
治
療
が
実
施
で
き
る
病
院
と
歯
科
診
療
所
の
連
携
、
二
次
医
療
圏
ご
と
に
地
域
の
中
核
病

院
、
歯
科
診
療
所
、
介
護
事
業
所
等
と
の
連
携
を
促
進
す
る
。
ま
た
、
歯
科
救
急
医
療
体
制
及
び
災
害
時
に
お
け
る
歯

科
保
健
・
医
療
体
制
の
整
備
を
図
る
。

　
　
　
　
　

第
十
三
節　

感
染
症
対
策

　

新
興
・
再
興
感
染
症
等
の
発
生
時
対
応
体
制
を
整
備
す
る
た
め
、
感
染
症
病
床
の
確
保
に
よ
る
適
切
な
医
療
提
供
体

制
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
感
染
症
に
関
す
る
知
識
の
普
及
・
啓
発
、
保
健
所
で
の
検
査
・
相
談
体
制
の
充
実
を
図
る
。

ま
た
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
に
備
え
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
、
適
切
な
医
療
提
供
体
制
の
整
備
・

充
実
を
図
る
。
肝
炎
に
お
い
て
は
、
正
し
い
知
識
の
普
及
・
啓
発
を
行
う
と
と
も
に
、
検
査
・
治
療
な
ど
の
総
合
的
な

推
進
を
図
り
、
要
診
療
者
に
対
す
る
早
期
治
療
を
促
進
し
て
肝
が
ん
な
ど
の
予
防
を
図
る
。

　
　
　
　
　

第
十
四
節　

難
病
対
策

　

神
経
難
病
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
各
圏
域
に
お
け
る
地
域
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
難

病
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
養
成
し
、
支
援
者
の
資
質
向
上
の
た
め
の
研
修
会
・
医
療
講
演
会
を
開
催
す
る
。
訪
問
支
援
活

動
に
よ
る
患
者
・
家
族
等
へ
の
支
援
の
推
進
、
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
や
神
経
難
病
医
療
連
携
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に

よ
る
相
談
の
対
応
、
レ
ス
パ
イ
ト
入
院
の
調
整
を
行
う
。

　
　
　
　
　

第
十
五
節　

健
康
危
機
管
理
対
策

　

健
康
被
害
の
発
生
防
止
、
治
療
、
拡
大
防
止
を
図
る
健
康
危
機
管
理
体
制
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
充
実
強
化

に
努
め
る
。
ま
た
、
県
民
へ
の
的
確
な
情
報
提
供
に
努
め
、
日
頃
か
ら
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
を
図
る
。

地
域
の
健
康
危
機
管
理
の
拠
点
と
な
る
保
健
所
に
お
い
て
は
、
健
康
危
機
管
理
に
係
る
責
任
者
を
中
心
と
し
た
情
報
の

一
元
管
理
及
び
平
常
時
か
ら
の
訓
練
、
研
修
に
よ
る
人
材
育
成
に
重
点
的
に
取
り
組
む
。

　
　
　
　

第
三
章　

医
療
環
境
の
充
実
強
化

　
　
　
　
　

第
一
節　

医
療
従
事
者
の
確
保
対
策

　

医
師
を
始
め
と
し
た
医
療
従
事
者
の
不
足
と
地
域
偏
在
問
題
の
解
決
に
向
け
、「
ド
ク
タ
ー
バ
ン
ク
事
業
」、「
ド
ク

タ
ー
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
事
業
」、「
修
学
資
金
貸
付
事
業
」
に
よ
る
人
材
の
確
保
に
努
め
る
。
ま
た
、
地
域
医
療
従
事
者
が

キ
ャ
リ
ア
を
形
成
で
き
る
よ
う
な
、
魅
力
的
な
勤
務
環
境
の
整
備
、
医
療
従
事
者
養
成
機
関
と
連
携
し
、
医
療
従
事
者

の
安
定
的
な
確
保
及
び
資
質
向
上
を
図
る
。

　
　
　
　
　

第
二
節　

医
療
福
祉
情
報
化
の
推
進

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
地
域
医
療
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
。

　
　
　
　
　

第
三
節　

医
薬
品
提
供
体
制

　

医
薬
分
業
を
推
進
し
、
よ
り
安
全
で
効
率
的
な
薬
局
業
務
の
実
践
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
医
薬
品
等
の
正
し
い
知

識
の
情
報
提
供
と
普
及
啓
発
に
努
め
、
県
民
の
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
支
援
す
る
。
ま
た
、
在
宅
医
療
へ
の
薬

局
の
参
加
を
促
進
す
る
。
さ
ら
に
、
災
害
時
及
び
緊
急
時
の
円
滑
な
医
薬
品
供
給
体
制
を
構
築
す
る
。

　
　
　
　
　

第
四
節　

血
液
確
保
及
び
臓
器
移
植
等
対
策

　

「
献
血
推
進
二
〇
一
四
」
に
基
づ
き
、
若
年
層
の
献
血
者
の
増
加
、
安
定
的
な
集
団
献
血
の
確
保
、
複
数
回
献
血
の

増
加
を
目
指
す
。
血
液
製
剤
に
お
い
て
は
、宮
城
県
合
同
輸
血
療
法
委
員
会
の
活
動
を
通
じ
て
適
正
使
用
を
促
進
す
る
。

ま
た
、
臓
器
移
植
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
や
資
材
等
の
作
成
、
配
布
を
行
い
、
臓
器
移
植
に
つ
い
て
県
民
の
理
解
を
深
め

る
機
会
を
設
け
、
臓
器
提
供
の
可
否
や
治
療
選
択
の
判
断
の
一
助
と
な
る
よ
う
普
及
啓
発
を
行
う
。

　
　
　

第
六
編　

計
画
の
推
進
と
進
行
管
理

　
　
　
　

第
一
章　

計
画
の
推
進

　
　
　
　
　

第
一
節　

関
係
機
関
等
の
役
割
分
担

　

県
、
県
民
、
医
療
関
係
者
、
行
政
は
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
認
識
し
、
連
携
を
保
ち
な
が
ら
施
策
を
推
進
す
る
。

　
　
　
　
　

第
二
節　

計
画
の
推
進
と
連
携
体
制

　

「
宮
城
県
医
療
審
議
会
」、「
宮
城
県
地
域
医
療
推
進
委
員
会
」、「
地
域
医
療
協
議
会
」
及
び
各
地
区
の
「
地
域
医
療

対
策
委
員
会
」、「
地
域
医
療
対
策
協
議
会
」
等
と
の
密
接
な
協
調
と
連
携
に
よ
り
計
画
を
推
進
し
て
い
く
。

　
　
　
　

第
二
章　

計
画
の
進
行
管
理

　
　
　
　
　

第
一
節　

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

　

施
策
の
進
捗
状
況
や
目
標
値
の
達
成
状
況
に
つ
い
て
評
価
を
行
い
、
目
標
値
の
再
設
定
や
施
策
の
見
直
し
を
行
う
た

め
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
用
い
て
計
画
を
推
進
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　

第
二
節　

計
画
の
実
績
評
価

　

施
策
等
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
実
績
評
価
を
行
う
た
め
、
医
療
関
係
者
や
学
識
経
験
者
等
か
ら
な
る
進
行
調
整
を
行

う
組
織
を
設
置
し
、
毎
年
度
進
行
管
理
を
実
施
す
る
。
必
要
に
応
じ
計
画
の
見
直
し
や
変
更
を
行
い
な
が
ら
適
切
な
進

行
管
理
に
努
め
て
い
く
。
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